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編集後記
近年、全国的に多くの災害が発生し、ニュースを通じ被害状況を目にする機会が多くあります。やはり日頃
からの備えが大切であると痛感しています。次回、友愛会だよりでは法人が取り組む災害対策BCP（事業継続
計画）についてご紹介致します。

休診日：日祝日、
12月31日〜1月3日、8月15日岩砂病院・岩砂マタニティ 受付時間のご案内

予約ダイヤル  058-231-2631
○内科診察（事前予約も可能）　●内科診察（予約不可）　◎完全予約制

（予約受付時間／13：00〜17：00） ※詳細は受付へお問い合わせください。

内　科 月 火 水 木 金 土 受付時間
午前診 ○ ○ ○ ○ ○ ●    9：00 〜11：30
午後診 ◎ — ◎ — ◎ — 14：00 〜16：00
夕　診 ● ● ● ● ● — 16：00 〜 18：00

お問い合わせダイヤル  058-231-2631
○小児科診察　　●予防接種　◎ぷあぷ外来

（予約受付時間／9：00〜12：00） ※詳細は受付へお問い合わせください。

小児科 月 火 水 木 金 土 受付時間
午前診 — ● ◎ — ● ◎    9：00 〜11：30
午後診 ○ ● ○/● ○ ○/● ○ 14：00 〜16：00
夕　診 — ○ — — — — 15：00 〜 18：00

婦人科予約専用ダイヤル  058-232-1777
◎女性医師（学会・出張等で変更になる場合があります。）
△検診等（一般の診察はおこないません。）

（予約受付時間／9：00〜17：00） ※詳細は婦人科受付へお問い合わせください。

婦人科 月 火 水 木 金 土 受付時間
午前診 ◎ ◎/△◎/○◎/○ ◎ ○    9：00 〜11：30

午後診 ○ ○/△ △ △ △ ○ 13：00 〜14：30（月〜金）
14：00 〜15：30（土）

夕　診 ○ — ○ — ○ — 16：00 〜18：00

産　科 月 火 水 木 金 土 診察時間
午前診 ○ ○ ○ ○ ○ ○    9：00 〜12：00

午後診 ○ ○ — — — ○ 13：00 〜16：00（月、火）
14：00 〜17：00（土）

夕　診 — ○ — ○ ○
16:00〜 — 17：00 〜19：30

予約専用ダイヤル  0120-0
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（予約受付時間／9：00〜17：00） ※詳細は産科受付へお問い合わせください。

産科専用玄関が病院西側にあります。
内科等他科の患者さんと接触がないよう配置されております。

受付時間9:００〜11:30　

受付時間17:00〜19:00　

受付時間13:００〜15:30

受付時間14:００〜16:30

コロナ禍で行なった「職員への慰労」と「地域支援」の取り組み
5月下旬から6月中旬の合計４回にわたり、職員へ昼食にお

弁当を届ける取り組みを行ないました。この取り組みは法人の
ビジョンである「地産・地育・共創・友愛」を実感できるものと
なりました。

新型コロナウイルスが私たちの身近に迫ってきたのは、３月
中旬でした。当法人は地域の医療介護事業を継続できるよう、
さまざまな感染対策を行なってきました。職員は、日常業務に
加えて院内や施設内感染防止業務も行ない、公私ともに緊張
が続く状況でした。

このような状況の中、理事長から「がんばってくれている職
員に何か還元できることはないか」との発言があり、「お昼にお
弁当を配布すると家事の負担軽減になるのでは」「外出自粛で
経営に影響を受けている地元の飲食店のお弁当を注文してみ
ては」「協力してくれる職員を集めてみよう」などのアイデアか
ら、この取り組みが産まれました。これに賛同し協力してくれ

た総勢34名の職員と、注文を快く引き受けてくださった近隣の
飲食店の皆さんの協力により、この取り組みは大きく育ち、５
月下旬、近隣の15店舗からテイクアウト弁当を注文し職員が法
人内の各施設へ配達する取り組みがスタートしました。４回に
わたり合計1,400食を超えるお弁当を職員に届けました。

職員からは「時間と気持ちのゆとりができた。子供と過ごす
時間がもてた」「知らなかったお店を知ることができた。ぜひ
利用したい」、協力いただいた飲食店さんからは「以前のような
営業には戻っておらず注文はありがたい」「楽しくお弁当を作ら
せてもらいました」「これからも飲
食を通して参加できる取り組みが
あれば一緒に」といった声をいただ
き、地域の飲食店さんとの新たな
交流を創ることができました。

この取り組みを通し、ふさぎこみ
がちな職員に笑顔を届けられ、地
域で互いに支えあうと
いうたくさんの想いに
ふれることができまし
た。 温かさを感じる、
そんな取り組みでした。

New Topics

自分らしく
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New Topics

　長良医療センターと高木医院、そして地域包括支援センターとの共催で年に2回
開催しています。昔は自宅で家族を看取ることが身近でしたが、現在はそのような
機会はほとんどありません。そのため、私たちにとって“どう生（逝）きるか”が分か
りづらいものとなってしまいました。自分らしい生き方、自分らしい人生の締めく
くり方を、地域の方々がそれぞれで考えることができるきっかけとなるよう、毎回
さまざまなテーマで開催しています。

過去の講演 参加者の声
●健康長寿をのばすヒントを頂き、ありがとうございました。
●先生方の良いお話をうかがう事が出来て感謝いたしております。
●70歳になり、これで終わりではなく、これから何をしたらいいか良くわかりました。
●地元の先生方を知りたくて参加しました。お話しも楽しく勉強になりました。
●もうすぐ80になる父へ、夫へも伝えたいと思います。
●今後、年齢を重ねた時にもう一度聞きたいと思います。
●今日のお話を参考にがんばります。
●専門的な話もありますが、楽しい。
●毎日の生活習慣を改めて考え直す機会になりました。

どう生（逝）きるかい（会）
岩砂病院・岩砂マタニティ 顧問 岩砂 三平

私は現在73歳。人生を振り返ってみると、老化と
いうことなどは自分には関係がないと思っていた頃
は遙か昔になり、人生の終末が見えてくるようにな
りました。その思いと同時に残った人生をいかに有
意義に、大切に生きて行くべきかとの思いが、私に
とってもどんどん重要な問題となってまいりました。
また職業柄、多くの方々から特に人生の終末・最期
をどのように迎えたいかを伺い、お話しする機会が
あり、このような思いは、私自身だけでなく多くの
高齢者の皆さまも同様に思われ、考えられていらっ
しゃると実感したものです。私も若かった時は、冗
談話の様に伺っていましたが…　
特に人生の終末・最期をどう迎えたいかという話
の最後には、その都度「宜しく頼みます」と何度も何
度もお願いされたことを思い出します。確かに残っ
た人生をいかに過ごすかは、自分自身で何とか出来
るかもしれませんが、終末・最期の迎え方は自分で
は何ともしがたいことが多く、我々医師に託される
ことはよく解ります。しかし、実際には連れ合いや
家族の強い思いもあり、人生の終末・最期を迎える

方が、自分が思い描いていた様なものとは程遠い経
過で人生を終える方々をたくさん看取って参りまし
た。その都度、生前はこのような終末・最期を望ん
でいらっしゃらなかったのにと思うと同時に、もっ
と何かをしてあげられなかったのか、もっと御本人
の気持ちを残った人たちに伝えられなかったのかと
自問自答することが多くありました。
このような思いもあり残った人生の過ごし方・人
生の終末・最期の迎え方を皆さんと一緒に考える機
会を作りたいと考え「どう生（逝）きるかい（会）」を4年
前に長良医療センター前院長：山田堅一先生　高木
医院院長：高木寬治先生と三人で立ち上げ、長良医
療センター地域医療連携室、岐阜市地域包括支援セ
ンターの皆様らのご協力の下で年2回（春・秋）に北部
コミュニティセンターにて講師をお招きしこの会を
開いています。気楽な集まりですので地域の皆様に
は是非一度参加していただき、一緒に考え、参考に
していただければ幸いと考えています。多くの皆様
の参加をスタッフ一同お待ちしております。

第1回 2016.11.27
●誰もが住み慣れた地域で暮らすために 
●「自分らしさ」について 

第2回 2017.5.28
●在宅医のメモ 
●続「自分らしさ」について 

第3回 2017.12.17
●三平流「 生きかた、逝きかた 」 
●高齢者らしさ ～ 認知症から学ぶ ～ 

第4回 2018.5.27
●住民が主役となって考える｢生き方 逝き方｣
　～長野県佐久市内山地区の取り組み～
●わたしって認知症？

過去の講演テーマ
第5回 2018.10.28
●ピンピンコロリを願うあなたへ
●ぼけたって大丈夫 ～地域の支えで～

第6回 2019.5.26
●老いとは？ 
●健老・賢老を目指して 

第7回 2019.10.13
●小笠原流  生きかた・逝きかた
　～なんとめでたい ご臨終～ 
●「最期は家で」を支えた医療・
　介護のチームケア 

ど
う
生（
逝
）き
る
か
い（
会
）

〜“
自
分
ら
し
く
”人
生
を
歩
ん
で
い
く
た
め
〜
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回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病

棟
と
は
、
脳
血
管
疾
患
ま
た
は
大
腿

骨
頸
部
骨
折
な
ど
の
病
気
で
急
性
期

を
脱
し
て
も
、ま
だ
医
学
的
・
社
会
的
・

心
理
的
な
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
な
患
者

さ
ん
に
対
し
て
、
多
く
の
専
門
職
種

が
チ
ー
ム
を
組
ん
で
集
中
的
な
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
病
棟

で
す
。
当
病
棟
の
約
８
割
は
運
動
麻

痺
や
認
知
機
能
障
害
な
ど
の
後
遺
症

を
抱
え
た
脳
血
管
疾
患
の
患
者
さ
ん

で
す
。
そ
の
よ
う
な
患
者
さ
ん
が
ご

自
宅
で
生
活
す
る
た
め
に
は
、
自
宅

環
境
の
整
備
や
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
、
地
域
の
方
々
と
の
連
携

が
不
可
欠
で
す
。
入
院
中
に
こ
れ
ら

の
準
備
を
整
え
る
こ
と
で
、
患
者
さ

ん
や
ご
家
族
が
安
心
、
安
全
に
自
宅

へ
退
院
し
生
活
で
き
る
よ
う
、
リ
ハ

ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
が
患
者
さ
ん
と
一
緒
に
自
宅
訪

問
を
行
っ
て
い
ま
す（
退
院
前
訪
問
）。

退
院
前
訪
問
に
よ
っ
て
、
自
宅
生
活

を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
、
リ
ハ
ビ

リ
内
容
の
見
直
し
や
適
切
な
ア
ド
バ

イ
ス
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。
必
要
に

応
じ
て
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
福
祉

用
具
業
者
な
ど
も
同
行
し
、
サ
ー
ビ

ス
の
調
整
を
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
昨
年
よ
り
新
た
な
試
み
と
し

て
、
退
院
後
訪
問
を
始
め
ま
し
た
。

退
院
後
訪
問
は
、
退
院
後
２
週
間
前

後
に
訪
問
し
ま
す
。
退
院
後
に
何
か

問
題
が
起
こ
っ
て
い
れ
ば
、
そ
れ
を

明
ら
か
に
し
、
解
決
策
を
一
緒
に
考

え
ま
す
。
実
施
後
は
患
者
さ
ん
や
ご

家
族
か
ら
「
見
て
も
ら
え
て
安
心
し

た
」「
困
っ
た
こ
と
が
聞
け
て
助
か
っ

た
」
な
ど
好
評
価
を
頂
い
て
い
ま
す
。

私
達
看
護
師
も
、
実
際
の
退
院
後
の

生
活
を
自
分
の
目
で
確
認
す
る
こ
と

で
、
今
後
の
支
援
に
役
立
て
る
こ
と

が
で
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
そ

の
人
ら
し
い
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
で
き

る
こ
と
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

理
学
療
法
士
よ
り
一
言

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
多
職

種
と
協
力
し
て
、
様
々
な
疾
患
を
か
か
え
た

患
者
さ
ん
の
在
宅
復
帰
や
社
会
復
帰
を
目
指

し
ま
す
。
入
院
の
早
い
段
階
か
ら
そ
の
方
の

暮
ら
し
や
住
宅
環
境
を
確
認
し
て
環
境
や
生

活
様
式
に
応
じ
た
動
作
練
習
や
環
境
の
調
整

を
丁
寧
に
行
い
ま
す
。

退
院
後
訪
問
で
は
、
退
院
後
に
ご
自
宅
で

の
生
活
動
作
を
当
時
の
担
当
者
が
実
際
に
現

地
で
確
認
す
る
こ
と
に
よ
り
、
安
心
・
安
全

な
在
宅
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
、
チ
ー
ム
一

体
と
な
っ
て
お
手
伝
い
さ
せ
て
頂
い
て
お
り

ま
す
。

在
宅
退
院

退
院
前
訪
問

退
院
後
訪
問

退
院
前
ケ
ア
会
議

施
設
面
談

施
　
　設

退
　
　院

退
　
　院

医
師
よ
り
病
状
説
明

（
方
向
性
の
選
択
）

多
職
種
担
当
者
会
議

入
　
　
　
　院

毎月1回以上、担当者が
話し合いを行います。

施設職員が病院へ
面談に来ます。

退院後2週間前後で
看護師・リハビリが

伺います。

看護師・ソーシャルワーカー
リハビリ・ケアマネジャー
福祉用具業者など必要に応じて

多職種が伺います。

岩
砂
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

み
な
さ
ま
の
在
宅
生
活
を
支
え
ま
す
!!

人
ひ
と
り
に
寄
り
添
っ
て
支
援
を
し

て
い
ま
す
。
訪
問
看
護
の
対
象
者
は
、

地
域
で
暮
ら
す
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
高
齢

者
ま
で
全
て
の
年
代
の
神
経
疾
患
、
脳

血
管
疾
患
、
内
部
疾
患
な
ど
の
様
々
な

疾
患
を
お
持
ち
の
方
で
す
。
最
近
は
、

医
療
依
存
度
の
高
い
方
も
積
極
的
に

受
け
入
れ
て
お
り
、
病
状
観
察
だ
け
で

な
く
、
身
体
の
清
潔
ケ
ア
、
床
ず
れ
の

処
置
、
医
療
機
器
の
管
理
、
リ
ハ
ビ
リ

な
ど
を
提
供
し
、
24
時
間
３
６
５
日
体

制
で
利
用
者
さ
ん
に
安
心
と
笑
顔
を

届
け
て
い
ま
す
。
特
に
重
度
の
障
害
を

持
っ
た
お
子
さ
ん
の
訪
問
看
護
の

ニ
ー
ズ
は
高
い
も
の
の
、
受
け
皿
と
な

る
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
不
足

し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
な
か
、
現

在
8
名
の
お
子
様
の
在
宅
生
活
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
近
年
、

在
宅
で
の
終
末
期
ケ
ア
や
看
取
り
を

希
望
さ
れ
る
方
が
増
え
て
お
り
、
当
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
で
も
在
宅
生
活
で
利
用

者
さ
ん
と
家
族
と
の
時
間
を
大
切
に

し
た
終
末
期
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
お
手
伝
い
し
て
い
ま
す
。

令
和
２
年
２
月
８
日
･
15
日
･
16
日

の
三
日
間
に
、
精
神
疾
患
の
利
用
者
さ

ん
へ
の
訪
問
要
件
で
あ
る
「
精
神
訪
問

看
護
研
修
会
」
に
看
護
師
3
名
、
作
業

療
法
士
1
名
が
受
講
を
し
て
き
ま
し

た
。
精
神
訪
問
看
護
と
は
、
精
神
疾
患

を
お
持
ち
の
方
や
心
の
ケ
ア
を
必
要

と
さ
れ
る
方
に
、
精
神
疾
患
に
最
も
重

要
な
内
服
薬
の
管
理
や
助
言
、
リ
ハ
ビ

リ
な
ど
で
在
宅
生
活
を
支
援
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
で
す
。
今
回
の
受
講
終

了
で
、
看
護
師
全
員
と
作
業
療
法
士
の

訪
問
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
近
年
、

精
神
科
医
療
は
、「
入
院
か
ら
地
域
中

心
へ
」
と
移
行
が
進
ん
で
お
り
、
地
域

で
安
心
し
て
生
活
を
送
る
う
え
で
訪

問
看
護
の
役
割
は
大
き
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
今
後
も
家
庭
や
地
域
社
会
で

安
心
、
安
全
、
快
適
な
生
活
を
送
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
ご
支
援
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

岩
砂
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、

看
護
師
10
名
、
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
7

名
、
事
務
員
1
名
の
総
勢
18
名
で
、
長

良
・
常
磐
・
岩
野
田
地
区
を
中
心
に
約

２
０
０
名
の
利
用
者
様
の
在
宅
生
活

を
、
関
係
職
種
と
協
力
し
あ
っ
て
、
一

看
護
師
に
よ
る
退
院
前
・
退
院
後
訪
問
を
行
っ
て
い
ま
す
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施
設
で
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
の
役
割

バ
ラ
ン
ス
能
力
も
低
下
し
て
し
ま
い

ま
す
。こ
れ
ら
は
体
の
機
能
の
低
下
や
、

生
活
上
で
の
不
活
動
の
悪
循
環
を
生

じ
さ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
を
防
ぐ

た
め
に
も
私
た
ち
は
利
用
者
さ
ん
や

そ
の
ご
家
族
に
対
し
て
、
運
動
を
続
け

る
こ
と
の
必
要
性
を
知
っ
て
い
た
だ

く
働
き
か
け
や
、
一
人
ひ
と
り
に
あ
っ

た
運
動
の
種
類
や
頻
度
を
利
用
者
さ

ん
と
一
緒
に
考
え
、
日
常
生
活
の
中
で

運
動
を
継
続
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
提
供
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ご
自
宅

の
敷
居
の
状
況
や
玄
関
の
段
差
の
高

さ
な
ど
の
家
屋
環
境
の
確
認
も
お
こ

な
い
、
転
倒
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
安

全
な
環
境
設
定
を
提
供
し
、
そ
の
人
ら

し
い
生
活
が
安
全
に
お
こ
な
え
る
よ

う
助
言
も
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。更
に
、

体
の
機
能
維
持
の
み
で
は
な
く
、
以
前

よ
り
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
た
趣
味
活

動
の
再
獲
得
を
目
指
し
、
園
芸
活
動
や

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
も
提
供
し

て
い
ま
す
。

加
え
て
、
山
県
市
の
事
業
の
一
環
と

し
て
、
地
域
の
方
た
ち
に
対
し
て
「
フ

レ
イ
ル
に
つ
い
て
」「
転
倒
予
防
に
つ

い
て
」や「
運
動
の
必
要
性
と
そ
の
実
践

方
法
」
を
お
伝
え
し
、
健
康
に
過
ご
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
予
防
支
援
活
動

に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
回
の
記
事
で
興
味
を
持
た
れ
た

方
は
、一
度
、私
た
ち
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
の
見
学
に
き
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

で
は
、
理
学
療
法
士
3
名
、
作
業
療
法

士
5
名
、
言
語
聴
覚
士
2
名（
非
常
勤
）

の
計
10
名
が
勤
務
し
、
利
用
者
さ
ん
が

再
び
ご
自
宅
で
生
活
で
き
る
よ
う
に
、

ま
た
そ
の
人
ら
し
い
生
活
が
営
め
る

よ
う
に
支
援
し
て
い
ま
す
。
対
象
は
要

支
援
か
ら
要
介
護
認
定
を
お
持
ち
の

方
々
で
、
山
県
グ
リ
ー
ン
ポ
ー
ト
に
入

所
し
て
い
る
利
用
者
さ
ん
、
在
宅
生
活

で
リ
ハ
ビ
リ
の
支
援
を
必
要
と
さ
れ

て
い
る
デ
イ
ケ
ア
・
訪
問
リ
ハ
・
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
の
利
用
者
さ
ん
で
す
。
全
て

の
方
々
に
共
通
し
て
言
え
る
こ
と
は

「
利
用
者
さ
ん
が
住
み
慣
れ
た
町
で

長
く
暮
ら
し
て
い
く
た
め
の
支
援
を

精
一
杯
提
供
す
る
」こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
に
、
日
常
生
活
に
必
要
な

全
身
の
筋
力
訓
練
や
バ
ラ
ン
ス
訓
練

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
利
用
者
さ
ん
一

人
ひ
と
り
が
そ
の
人
ら
し
い
生
活
が

送
れ
る
よ
う
に
、
自
立
支
援
に
向
け
た

働
き
か
け
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
高
齢

者
は
運
動
を
実
施
し
な
い
こ
と
で
全

身
の
筋
力
が
低
下
し
、
そ
れ
に
加
え
て

山
県
グ
リ
ー
ン
ポ
ー
ト

介
護
老
人
保
健
施
設

山
県
グ
リ
ー
ン
ビ
レ
ッ
ジ

長
良
グ
リ
ー
ン
ビ
レ
ッ
ジ

社
会
福
祉
法
人 

友
愛
会
　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

社
会
福
祉
法
人 

友
愛
会
　
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

ご
本
人
が
大
切
に
し
て
き
た
生
活

で
の
思
い
や
習
慣
に
配
慮
し
、
介
護

が
必
要
に
な
っ
て
も
、
で
き
る
だ
け

自
分
ら
し
い
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
支
援
を
し
て
い
ま
す
。
食

事
や
ト
イ
レ
な
ど
介
護
の
必
要
な
部

分
は
サ
ポ
ー
ト
し
な
が
ら
、
ス
タ
ッ

フ
が
何
で
も
お
手
伝
い
を
す
る
介
護

で
は
な
く
、
ご
本
人
が
今
で
き
る
こ

と
を
活
か
す
支
援
を
大
切
に
し
て
い

ま
す
。

単
調
に
な
り
が
ち
な
生
活
に
張
り

が
で
き
る
よ
う
に
、
楽
し
み
の
場
を

設
け
て
い
ま
す
。午
前
中
の
喫
茶
コ
ー

ナ
ー
で
は
利
用
者
さ
ん
同
士
で
コ
ー

ヒ
ー
を
楽
し
み
、

話
に
花
を
咲
か
せ

て
い
る
様
子
が
い

つ
も
見
ら
れ
ま
す
。

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
や
行
事
な
ど
も

生
活
の
い
い
ア
ク

セ
ン
ト
に
な
っ
て

い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

長
良
グ
リ
ー
ン
ビ
レ
ッ
ジ
で
は
、

日
々
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
季
節

ご
と
の
外
出
や
行
事
を
と
て
も
大
切

に
し
て
い
ま
す
。

塗
り
絵
と
い
う
聴
き
慣
れ
た
も
の

で
も
「
こ
こ
で
初
め
て
や
っ
た
。」
と
、

以
来
自
宅
で
も
続
け
て
お
ら
れ
る
方

が
い
ま
す
。

紅
葉
見
学
に
三
田
洞
弘
法
へ
出
か

け
た
時
は
、
あ
る
方
が「
こ
ん
な
に
近

く
で
紅
葉
を
見
た
の
は
初
め
て
や
。」

と
話
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

節
分
祭
の
玉
入
れ
で
は
、
普
段
歩

け
な
い
の
に
思
わ
ず
立
ち
上
が
っ
て

籠
に
近
づ
こ
う
と
さ
れ
る
方
も
い
ま

し
た
。

素
敵
な
笑
顔
に
囲
ま
れ
て

生
活
を
支
援
し
ま
す

山
県
グ
リ
ー
ン
ビ
レ
ッ
ジ
で
の「
看

取
り
介
護
」は
日
常
生
活
支
援
の
延
長

で
す
。
慣
れ
親
し
ん
だ
施
設
で
最
期

を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
嘱
託
医
師
、
看

護
職
員
、
介
護
職
員
な
ど
が
協
働
し

て
、
随
時
本
人
や
家
族
に
十
分
な
説

明
・
同
意
を
得
な
が
ら
行
い
ま
す
。

最
期
を
迎
え
ら
れ
た
利
用
者
さ
ん
は
、

馴
染
み
の
職
員
や
仲
良
し
だ
っ
た
利

用
者
さ
ん
に
見
送
ら
れ
正
面
玄
関
か

ら
お
帰
り
に
な
り
ま
す
。
い
つ
で
も

そ
の
人
ら
し
く
過
ご
せ
る
よ
う
な
支

援
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

利
用
者
の
み
な
さ
ん
が
ふ
と
話
さ

れ
る
言
葉
や
、
あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
の

笑
顔
が
と
て
も
素
敵
で
、
そ
れ
が
職

員
の
励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
た
く
さ
ん
の
笑
顔

に
出
会
え
る
よ
う
に
い
ろ
い
ろ
な
企

画
を
し
て
い
き
ま
す
。
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